
ご連絡事項

調査票の全体構成

本調査票は3つの質問項目に分かれています。質問項目ごとにワークシートが分かれておりますので、全てご回答ください。

Ⅰ-1 「別紙　国へ個別事案を報告する様式例（案）：様式１ 対応状況票」に関する意見照会

Ⅰ-2 「別紙　国へ個別事案を報告する様式例（案）：様式２ 個別事案票」に関する意見照会
Ⅱ 虐待対応・報告作成にあたっての課題に係る意見照会

提出について

全ワークシートに記入を完了しましたら、調査要綱に記載の手順に則って、事務局まで提出願います。

調査目的・回答方法

質問項目Ⅰ（Ⅰ-１、Ⅰ-２）　様式例に関する意見照会

本調査の質問項目Ⅰに回答いただくにあたっては、別紙としてお送りいただいた「様式例」に入力いただき、その

際に、回答にかかる時間（分）やお手間などをご確認いただければと存じます。

「様式例」は、自治体の対応体制や連携体制について報告することを目的とした様式１と、個別の虐待事案

について報告することを目的とした様式２の２つの様式から構成されています。

本調査の質問項目Ⅰは、いただいたご回答に基いて「様式例」を改善することを目的として、様式１，２のそ

れぞれについて、回答負担、設問・選択肢の過不足等をお伺いします。

質問項目Ⅱ　虐待対応・報告作成にあたっての課題に係る意見照会

本調査の質問項目Ⅱでは、自治体が虐待対応から報告作成に至るまでの各場面において感じておられる困り

ごとや課題を把握することを目的として、自由記述にてご回答いただきます。

設問に併記している事例を参照の上、ご回答ください。

「別紙　国へ個別事案を報告する様式例（案）」（以下、「様式例」）については、提出の必要はありません。

令和７年度子ども・子育て支援等推進調査研究事業

「保育所等における虐待に係る事案の分類・把握・検証等の在り方に関する調査研究」
意見照会



Ⅰ-1-1　 様式１の回答にかかった時間を回答してください。（数値で回答） 約 分

Ⅰ-1-2

① ② ③ ①～③

内容が理解し

づらい

（複数選択）

情報を入手し

づらい

（複数選択）

不要と思われ

る

（複数選択）

理由（複数該当する場合は、記載の冒頭に①、②、③を付し

てください）

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(1)

(2)

(3)

(4)

Ⅰ-1-3

※本調査票は3つの質問項目に分かれています。他のワークシート「Ⅰ－２」、「Ⅱ」についてもご回答ください。

保育所等における虐待を防止するため、自治体の体制や連携体制に関して、様式1に掲載されている以外に全国的に把握すべきと考えられる項目・内容がある場合、その内容を記載

してください。（自由記述）

２ 自治体間

の連携

通報があった場合の都道府県と市町村の担当部署間の連

絡ルートを把握している

通報内容に応じた対応方法を都道府県と市町村の間で協

議している

都道府県と市町村の担当部署とで虐待対応実務者会議

等の会議体を設定して協議している

立入調査を行う場合の対応方法を都道府県と市町村の

間で協議している

特に該当する項目がない場合は、こちらに〇をつけてください　→

Ⅰ－1　「別紙　国へ個別事案を報告する様式例（案）：様式１ 対応状況票」に関する意見照会

「様式1」の各項目のうち、①項目や選択肢の表現など内容が「理解しづらい」、②回答にあたって「情報を入手しづらい」、③報告として項目の記入が「不要と思われる」項目に、それぞれ

○を付してください。○を付した項目は、横の「具体的な理由」の欄に○をつけた理由を記載ください。

１ 自治体の

体制

独自の保育対応のマニュアル、業務指針、対応フロー図を

作成している

虐待が疑われる事案について、原則として複数名で対応

（事実確認・虐待の有無の判断等）する体制を取ってい

る

施設等職員に対して、保育虐待防止に関する研修を実施

している

保育虐待を発見した場合に適切な機関に通告ができるよ

う、制度及び窓口について周知している

施設等職員等に対して、保育虐待について理解できるよう

必要な措置を講じている

自治体職員が保育虐待防止に関する研修を受講できる環

境を整備している



Ⅰ-2-1　 約 分

Ⅰ-2-2

① ② ③ ①～③

内容が理解し

づらい

（複数選択）

情報を入手し

づらい

（複数選択）

不要と思われ

る

（複数選択）

理由（複数該当する場合は、記載の冒頭に①、②、③を付し

てください）

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

(1)

(2)

(1)

(2)

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

7　虐待を行った職員等への施設等の対応

5　虐待の内容

虐待が行われた日の日時・場所、関係者、

状況等

虐待を行った職員等の状況

6　検証・改善委

員会

設置の有無

実施主体

検証状況

開催回数

構成メンバー

様式2の回答にかかった時間を回答してください。

（数値で回答）

4　虐待を行った職員等

Ⅰ－2　「別紙　国へ個別事案を報告する様式例（案）：様式２ 個別事案票」に関する意見照会

様式2の各項目や選択肢の内容について、①項目や選択肢の表現など内容が「理解しづらい」、②回答にあたって「情報を入手しづらい」、③報告として項目の記入が「不要と

思われる」項目に、それぞれ○を付してください。○を付した項目は、横の「具体的な理由」の欄に○をつけた理由を記載ください。

１ 概要

虐待の類型

施設等の種別

事案が起こった場所

事案が起こった時間帯（時間別）

事案が起こった時間帯（日課別）

事案の期間

事案の頻度

2　発見・届出

（通告）の状況

受付日時

連絡状況、内容等

3　虐待を受けたこども



(1)

(2)

(3)

(1)

(2)

(3)

(4)

Ⅰ-2-3

※本調査票は3つの質問項目に分かれています。他のワークシート「Ⅰ-1」、「Ⅱ」についてもご回答ください。

保育所等における虐待を防止するため、虐待に係る個別の事案の状況に関して、様式2に掲載されている以外に全国的に把握すべきと考えられる項目・内容がある場合、そ

の内容を記載してください。（自由記述）

特に該当する項目がない場合は、こちらに〇をつけてください　→

8　虐待の事実が

確認された後の施

設等による対応

施設内における体制への対応

こどもへの対応

保護者等への対応

9　虐待の事実が

確認された後の自

治体による対応

自治体が講じた措置等について

施設職員等・体制面への対応

こどもへの対応

保護者等への対応



(1)

相談・通報等への対応

場面における課題・困り

ごと
例：匿名情報が多い、緊急

性があると思われる事案の通

報に対する対処が定まっていな

い、等

(2)

事実確認の場面における

課題・困りごと
例：事業所からの報告の様

式・記載内容・記載の粒度等

にばらつきがある、事業所に対

する事実確認に時間がかか

る、通報者が特定できないよう

な配慮が難しい、等

(3)

虐待の有無を判断する

場面における課題・困り

ごと
例：担当者個人の判断に任

されることがある

(4)

安全確保措置等の場面

における課題・困りごと
例：施設等に継続的に対応

を促すことが難しい、こどもや保

護者へのケアが難しい、等

(5)

国に対する報告の場面に

おける課題・困りごと
例：（都道府県の場合）市

町村間で報告の様式、記載

内容、記載の粒度等にばらつ

きがある、等

(6) その他の課題・困りごと

※本調査票は3つの質問項目に分かれています。他のワークシート「Ⅰ-1」、「Ⅰ-2」についてもご回答ください。

自治体において、虐待が疑われる事案について対応されるうえで、困りごとや課題はありますか。

相談対応から報告作成に至るまでの場面ごとに、感じておられる困りごとや課題を、自由記述にてご回答ください。

Ⅱ　虐待対応・報告作成にあたっての課題に係る意見照会

Ⅱ


